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論文内容要旨
 近年,ヒト胎児下垂体一性腺系機能に性差の存在することが示唆され,それに関する報告も多
 くみられる。しかし新生児のそれについては報告が少なく詳細は不明である。今回胎児・新生児
 期の発育に伴う下垂体性ゴナドトロピン(Gp)分泌能の変化ならびにその性差についで研究す
 るため以下の検討を行った。
 研究対象ならびに方法
 在胎18週から42週までに分娩した児を対象とし,児娩出直後に得た臍帯静脈血141検体(男
 76,女65)と在胎28週以降に出生した児(早産児40例,正期産児25例)より得た生後5日から75
 日までの静脈血213検体(男95,女118)についで,その血清中FSH・LH濃度をRIAで測
 定した。今厘1使用したLH測定法ではhCGとの交叉が約30%認められたため,臍帯血中LHに
 ついではしH-hCGとして評価した。
 臍帯血における測定値は在胎期間別に4群に分け,胎令に伴う変動と性差についで検討した。
 また新生児血における測定値は同様に在胎期間別に3群に分け,さらに各群について生後日令で
 10日毎に区切り,各群毎に生後日令に伴う変動と性差を検討した。同時に早産児と正期産児の比
 較も行った。
 各群間の変動および性差の検討にはMann-Whitneytes亡を用い,有意差検定を行った。
成績
 1)臍帯血中FSH
 臍帯血中FSHは,男児では在胎25週,女児では在胎19週の児において最高値(各12.4mIU/
 m召,9L6mIU/溜を示し,以後男女児とも胎令の進むに従い減少した。男児では在胎32～36週
 群と37～42週群の間,女児では在胎28～31週群と32～36週群および37～42週群の各群間で有意(P
 <0.05～0.001)の減少が認められた。また性差についでは,在胎18～27週群においで女児は47.8
 ±28.4mIU/mぞ(Mean士SD,以下同様)と男児の8.0±3.OmIU/m召に比し有意(P<0.01)
 に高値であった。在胎37～42週群では男児4.9±1.5mIU/m2,女児3.9±0.7mlU煮nぞと男女児
 とも低値であった。
 2)臍帯血中LH-hCG
 臍帯血中LHについてはhCGとの交叉を考慮しなければならないが,43.3～186.2m工U/m4
 と広汎な値を示し,男女児とも在胎週数が進むに従い減少し,男女児とも在胎32～36週群と37～
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 42週群の間では有意(各P<0.005,Pく0.001)の減少であった。性差は認められなかった。
 3)新生児血中FSH
 新生児血中FSHは・男児では3.7～8・7mIU/m召と各群いずれの日令におい・でも低値であった。
 しかし女児では在胎期間別各群とも日令が進むに従い増加し,2～3週令でピークに達した後減
 少する変動を示した。またこの女児における増加は在胎期間の短い群ほど著明で,在胎28～31週
 群においでは21～30日令でピーク値270.3±20.7mIU/h謬と非常な高値であった。
 性差は在胎28～31週群の5～75日令,32～36週群の5～30日令,37～42週群の11～20日令にお
 いで認められ,各群とも女児は男児に比し有意(Pく0.05～0.001)に高値であった。
 4)新生児血中LH
 新生児血中LHは,各群男女児とも5～10日令で11.9～29.8mIU/m召と月齊帯血レベルに比し
 著明な減少を示した。これは新生児血中からhCGが消失することによると思われる。10日令以
 後は各群男女児ともFSHとほぼ同様の変動を示し,在胎28～3ユ週群のll～50日令,32～36週群
 の11～20日・令において有意(P<0、01～0.005)の性差が認められ,女児は男児に比し高値であ
 った。
考案
 以上の成績から,胎児・新生児期の下乗体性Gn分泌能には性差の存在すること,胎盤性エス
 トロゲンが女児Gn分泌に対し抑制的に働いていること,また男児Gn分泌は胎児・新生児期を
 通して女児に比し抑制された状態にあること,これには胎盤性エストロゲンはほとんど関与しで
 いないこと,早産児では正期産児に比しnegativefeedback機構が末熟であることなどが示唆さ
 れた。
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 審査結果の要旨
 新川ダ
 (題名ヒト胎児・新生児期ゴナドトロピン分泌能の変化および性差に関する研究)
 在胎18週から42週までに分娩した児を対象とし,児娩出直後に得た臍帯静脈血141検体(男
 76,女65)と在胎28週以降に出生した児(早産児40例,正期産児25例)より得た生後5日
 から75日までの静脈血213検体(男95,女118)について,その血清中FSH,LH濃度を
 RLAで測定した。臍帯血における測定値は在胎期間別に4群に分け,胎令に伴う変動と性差に
 ついて検討した。また新生児血における測定値は同様に在胎期間別に3群に分け,さらに・各群に
 ついて生後日令で10日毎に区切り,各群毎に生後日令に伴う変動と性差を検討した。同時に早
 産児と正期産児の比較も行った。
 臍帯血中FSHは,男児では在胎25週,女児では在胎19週の児において最高値(12.4ml脇,
 9L6mf砺勉ゑ)を示し,以後男女児とも胎令の進むに従い減少した。男児では在胎32～36週群
 と37～42週群の間,女児では在胎・28～31週群と32～36週群および37～42週群の各群間で
 有意(P<0.05～0.001)の減少が認められた。また性差については,在胎18～27週群におい
 て女児は47.8±28.4m賜4)と男児の8.0±3.Oml脇に比し有意(P<0.01)に高値であっ
 た。在胎37～42週群では男児4.9±1.5mIq/溜,女児3.9±0.7ml駒と男女児とも低値であ
 った。臍帯血中LHについては男女児とも在胎週数が進むに従い減少し,男女とも在胎37～36
 週群と37～42週群の間では有意(各P<0.005,P<0.001)の減少であった。性差は認めら
 れなかった。新生児血中FSHは,男児では3.7～8.7ml〔協と各群いづれの日令においても低値
 であった。しかし女児では在胎期間別各群とも日令が進むに従い増加し,2～3週令でピークに
 達した後減少する変動を示した。またこの女児における増加は在胎期間の短い群ほど著名で,在
 胎28～31週群においては21～30日令でピーク値270.3±20.7mI脇と非常な高値であった。
 性差は在胎28～31週群の5～75日令,32～36週群の5～30日令,37～42週群の11～20
 日令において認められ,各群とも女児は男児に比し有意(P<0.05～0.001)に高値であった。
 新生児血中LHは,各群男女児とも5～10日令で11.9～29.8ml脇と臍帯血レベルに比し著明
 な減少を示した。これは新生児血中からhcGが消失することによると、思われる。10日令以後は
 各群男女児ともFSHとほぼ同様の変動を示し,在胎28～31週群の11～50日令,32～36週
 群の11～20日令において有意(P〈0.01～0.005)の性差が認められ,女児は男児に比し高値
 であった。
 以上の研究を審査した結果,この論文は医学博士の学位を授与するに価するものと制定した。
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